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１ 歩きたくなるまちづくり        （４５分） 

  

近年、国内外の多くの都市、市町村が「歩きたくなるまちづくり」

の取組を進めています。パリセーヌ川沿い、ドイツフライブルグ、

東京都日本橋エリア、神奈川県横浜みなとみらい、富山市、そして

近隣の川越市など多くの成功例が報告されています。これらの取組

に共通するのは、歩きやすさや快適さ、安全性の確保、住民と来訪

者双方にとって魅力的な空間づくりを行っていることです。 

本市でも、鶴ヶ島駅周辺のまちづくり構想により、本格的に歩き

たくなるまちづくりが始まろうとしています。そこでは、駅前の商

店街、スーパーマーケット、ガーデンパーク、児童公園、市民セン

ター、学校などが近接するとても利便性の高いゾーニング（地域形

成）が成り立とうとしています。 

今後、市内の公園、商業施設、市民の森などの拠点の本市ならで

はの魅力を高め、それらの拠点間が歩道、遊歩道、自転車道、公共

交通で結ばれた市内全体がネットワーク状につながることが理想

だと考えています。このように歩きたくなるまちは、人々の外出を

促し、健康促進、コミュニティ活性化、環境・景観整備に繋がるこ

と、また徒歩や自転車を優先することで、本市が積極的に取り組む

ゼロカーボンとしての環境負荷低軽減などが期待できます。 

鶴ヶ島全体の歩きたくなるまちづくりを進めるにあたって、以下

質問します。  

 

（１） 歩行者が快適に休憩したり楽しんだりできる拠点となる空

間の整備状況や今後の展望について。 

（２） 拠点間を安全かつ快適に結ぶ遊歩道、自転車道の整備状況

や今後の展望について。 

（３） 歩きたくなるまちづくりと公共交通の利用促進を連携させ

た取組状況や今後の展望について。 

（４） 公園、市民の森、歴史や文化資源を生かした遊歩道や観光

ルートの整備状況の今後の展望について。 

（５） 歩きたくなるまちづくりと連動した健康増進の取組の現状

と将来展望について。 

（６） 歩きたくなるまちづくりと連動した交流機会創出の取組の

現状と将来展望について。 
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（７） 歩きたくなるまちづくりに対する市民参加や意見募集の現

状と今後の予定について。 

（８） 地域の自治会などのコミュニティ組織との連携状況や今後

の展望について。 

（９） 地元商店街との連携状況や今後の展望について。 

（10） 本市にとっての歩きたくなるまちづくりの意義について。 

 

２ ガーデンパーク周辺エリアの活用について 

                  （１５分） 

 

今年６月にオープンしたガーデンパーク、鶴ヶ丘児童公園は歩き

たくなるまちづくりの拠点でもあり、その活用に多くの期待が集ま

っています。また新南市民センターについても住民意見の集約が進

んでいると聞いています。このエリアが歩きたくなるまちの拠点空

間として継続的に整備され、近隣住民や市民にとっての快適な空間

となり、今後この成功例が他の地域への普及することを期待して、

以下質問します。 

（１） ガーデンパーク、鶴ヶ丘児童公園の活用状況と今後の展望

について。 

（２） 新南市民センターの住民意見の集約状況と今後の計画につ

いて。 

（３） 市内外への情報発信の現状及び今後の展望について。 
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